
パラサイクリング
自転車競技ロードレースコースに帰ってきた

　２０２１年９月１日～３日に、小山町の富士スピードウェイ及びそ

の周辺道路で東京２０２０パラリンピック自転車競技ロードレースが

開催された。富士スピードウェイ、沿道には多くの人が詰めかけるこ

とが想定されていたが、新型コロナウイルス感染症対策のため無観客

（沿道は観戦自粛）開催となった。

　無観客であり関係者しか直接見ることができなかった自転車競技

ロードレースのコースを、改めてパラリンピックに出場した川本翔大

（かわもとしょうた）選手、藤井美穂（ふじいみほ）選手のお二人と、

２０２４年のパリパラリンピック出場を狙う福井万葉（ふくいかず

は）選手に走ってもらった。

　サイクリングコースとしてはおよそ６kmと短いが意外と起伏があるコースだ。富士スピードウェイ東ゲートを出たら、西

ゲート方面に進み、工場の横を通り棚頭の交差点に向かう。パラリンピック時は交通規制がかひかれ棚頭は左折が２回続くスリ

リングな場所として注目されていた。しかし、今回はサイクリングコースの紹介でもあるため、交通ルールに則り、各信号で止

まりながらゆっくりと走行した。棚頭(たながしら)を通過した後の富士スピードウェイまでの道のりがなかなか厳しい。大きく

カーブを取りながら大きく下り、その後、須川バス停付近(橋)から曲がりくねりながら大きく上るという眺めているだけでも辛

そうなコースだ。実際、パラリンピック後に藤井選手が「あそこが一番辛かった」とコメントを残している箇所でもある。パラ

リンピックの時は、この下り坂で杉浦佳子(すぎうらけいこ)選手が仕掛け、金メダルを獲得につなげたキーとなったポイントだ。
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今回のコースの特徴　応用でヒルクライムコースにも

　今回紹介するパラリンピックロードコースは短い距離であるが、そのコースを中心に様々なサイクリングコースを選ぶことが

できる。明神峠入口から坂を上れば、オリンピックロードコースの山場、明神峠・三国峠だ。最大傾斜２０％の激坂を実体験で

きる。逆方面では、同じくオリンピックのタイムトライアルが行われたコース。西ゲートから「ふじあざみライン」に進むとヒ

ルクライムコース（ツアーオブジャパン２０２２富士山ステージ）にもなる。様々なコースを組み合わせて楽しんでみては。
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　富士スピードウェイ内の自転車走行は今回はできないため、富士スピードウェイの東ゲートを出発地に設定し、当日を思い出

しながら３人でサイクリングコース紹介として走行してもらった。



　男子Ｃクラスのロードレースが開催された９月２日、夏にもかかわらず気温が低く大雨、さら

には一面霧で前方がほとんど見えない程だった。雨で滑りやすくなった路面で転倒する選手も出

るなど厳しいレースコンディションだった。川本選手自身も「走っている本人も、様子がわから

なかった。最初は雨がひどくて、怖かった。」と語った程だ。

その日、川本翔大選手は

　女子Ｃクラスのロードレースが開催された９月３日、前日の大雨はやんだものの

曇り空で時折雨が降る肌寒いコンディションだった。女子のレースは３周。藤井選

手は１周目こそ集団に食らいつくものの、２周目以降離され単独で走り続けた。棚

頭では「このカーブのところで、他国の選手が膨らんできて、フェンス側に追いや

られ、集団から離れてしまいました。ここは悲しい思い出の場所です」と当時を懐

かしみながら語った。

　東京２０２０パラリンピックの代表には選出されず、関係者と共にレースを見守った福井選手。

川本選手の走りに影響を与え、藤井選手の頑張りを見てきた。

　福井選手の乗る三輪自転車（トライシクル）は、ロードレースのみ。筋力アップにつとめ、関係

者も体が大きくなってきたと口々に語る。

　あれから約５００日。福井選手もパラサイクリングの日本代表として2022年世界選手権に出場

しロードレースでは９位、ワールドカップ（ドイツ）ではタイムトライアルで４位となった。各国

の強豪選手と戦いを続け２０２４年のパリパラリンピック出場を目指している。静岡県内では、

ロード練習を積む福井選手の姿を見かけることもしばしばだ。

2021年9月2日
男子ロードレース

その日、藤井美穂選手は
2021年9月３日
女子ロードレース

その日、福井万葉選手は
2021年9月2日、3日
男子、女子ロードレース

　川本選手も悪天候の中集団で走り続けていたが、集団から離されてしまい

そうになったのが棚頭付近。今回当時を思い出しながら走ってもらうと、

「ここ（棚頭）で集団からちぎれかかったんです。でも、ここに万葉がいた

ので、棚頭交差点の先で追いついたんですよ」と語った。厳しいレースと

なったが完走、２８位で大会を終えた。　

当日の様子は、
富士山・伊豆サイク
リングチャンネルで
（YouTube）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/chiikikyoku/tobuchiiki/index.html

大会時の様子
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　あれから約５００日。川本選手は２０２２年トラックの世界選手権で銀メダルを３つ獲得する等、世界

の頂点を目指す戦いを続けている。

　あれから約５００日。藤井選手もパラサイクリングの選手として様々な大会に

出場。新しくパラサイクリングを挑戦する選手と一緒にトレーニングをするなど、

静岡県東部を中心に練習を続けている。さらにパラサイクリングを紹介する取組など、様々な活動も行っている。

Ｃクラスとは：二輪自転車を利用する手脚に障害のある選手のクラス


